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SRI Internationalの概要

• 1970年にスタンフォード大学から独立

• マウス、ARPANET、自律型ロボット等を世界で初めて開発

• ロボット、AIの様々な先進技術を保有し、事業化にも実績
（SiriやSymantecなどをスピンオフ）

• 年間予算約5億ドル：委託研究が90%、うち80%が政府委託
（1番がDARPA、2番がNSF）



意見交換の概要

【意見交換の狙い】

• ロボット、AIを建設業界の生産性向上に役立てるため参考となる先進事例の紹介

• ロボット用AI関連データの知財権やデータ共有（公開）における有効なアプローチ

• 土研国総研なども含めた研究協力・情報交換継続に向けた関係構築
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SRIのミッション

• 独立した研究機関であり、他の影響は受けない

• 社会貢献をミッションとし、応用研究によってプロトタ
イプを作成（いわゆる「死の谷」部分を担当）



SRIの特徴

• 特許数の37%が実用化（通常は2～3%程度）

• 米国政府投資により得られた知財を民間の応用研
究、ライセンス、ベンチャーに活用



4つのP

• 4つのPを組み合わせて問題を解決
– PRINCIPLES：ミッションに融合するか。

– PROCESS：デザイン思考で問題解決から考える。

– PLATFORMS：所有する知的財産権を基盤として活用する。

– PEOPLE：あらゆる業界の専門家が所属。



事例：YAMAHA

• バイクの課題は安全に尽きる（デザイン思考）

• オートバイの安全性に関するデータを作成

• マーケティング予算を活用するために自律オートバイとロッシが
競争するというイベントを企画

• アクティブセイフティーへの取り組みに繋げた（YAMAHAで継続）



建築業界における検討

• 建築業界の課題：従業員の減少、生産性の低下

• ニーズ：生産性の向上、コラボレーション、安全性

• SRIのコンピュータビジョン、AR、ロボットのプラットフォームを適用

• 遠隔操作ロボット（爆弾除去／3km離れて操作可能）で開発した
プラットフォームを建築に適用

• 遠隔操作により安全性だけでなく生産性も向上（移動時間の削減）



事例：VIS Applied to Inspection

• カメラでは不可能な内部欠陥を非接触で検出

• 対象物に波動をあて、その反射からコンクリートの内部損傷
を検出（現状は固定型）

• 炭鉱での使用を想定

※コンセプト段階



質疑

• プロジェクトの進め方は
⇒6か月のフェーズごとに提案。困難なプロジェクトでもい

くつかの技術課題にブレークダウンする。専門家を入れて
ブレインストーミングを実施。（ロボット点検にも適用可能）

• 0.1mmのひび割れ検出のような困難な要求は

⇒問題を分析・分割し、どの問題をどう解決するかを考え
る。フィージビリティを検討する打合せを行い、アクション
プランを作成する。

• 複数の会社とのコラボレーション事例は
⇒サイバーセキュリティ分野で実績あり。SRIの異常検知
アルゴリズムと他の会社の様々な技術を適用。



考察・所感

• AI・ロボット活用において、SRIより指摘のあった
下記の3点に留意してプロジェクトを推進する。

– 技術開発促進のための協調推進

– 教師データの整備と提供方法

– 点検AIの運用スキーム

• インフラ維持管理における困難な要求に対して、ロ
ボットやAIがどのような問題をどのように解決できる
かを検討することが重要。

• AI・ロボット活用におけるインキュベーションを進め

るにあたり、引き続き意見交換を行えるよう、今後も
関係性を継続する。


